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6 継代目ヒト PDLC を 80〜90％コンフルエントに達するまで培養した後、低酸
素（O2<5%；hypoxia 群）および重度低酸素（O2<0.1%；anoxia 群）環境下で 24
時間培養をおこなった。その後、生存した細胞の特性解析を行なうと共に、再
酸素化後の PDLC の可塑性について in vitro または in vivo にて評価を行なっ
た。 
 
結   果 
 
低酸素刺激開始後6時間で未分化性の維持に関わる遺伝子（oct4、sox2、p75ntr）










考   察 
 
 培養中に短時間でも酸素濃度変化を加えることで、継代を重ねた PDLC の可塑
性を向上させ得ることが示された。これは、PDLC による骨や腱組織の再生に特
に有用であると考えられた。 
